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問1 平安時代中期、貴族中心の仏教が主流であったなかで、山林での修行を経て、京の市街や諸国を巡り、庶民に対して阿弥陀仏
の名号を唱える念仏を広めた人物は誰か。この人物は「市聖」とも呼ばれ、道路の開削や井戸の掘削、死者の火葬などの社会
事業も行った。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  源信 2.  最澄 3.  空也 4.  空海

問2 主観と客観が分かれる前の「純粋経験」を哲学の出発点とし、のちに東洋的な「無」の思想を包摂した独自の思索を展開し
た。すべての意識や実在の根底にあり、対立する多様な事象が矛盾を内包したまま統一される根源的な領域を「場所」として
捉える哲学を提唱した、近代日本を代表する思想家は誰か。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  西田幾多郎 2.  和辻哲郎 3.  井上哲次郎 4.  波多野精一

問3 日中戦争期の1937年に刊行された著作において、人間が過ちを犯した際に抱く悔恨の情は、自分が別の行動を選択することも
できたという認識から生じるものであり、それは人間が自分で自分を決定する自由な力を持っていることの現れであると説い
た、雑誌『世界』の初代編集長としても知られる思想家は誰か。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  矢内原忠雄 2.  吉野源三郎 3.  河合栄治郎 4.  清水幾太郎

問4 江戸時代中期、それまで卑しいとされていた商人の営利活動を肯定的に捉え直し、商人が得る利益は武士の俸禄（給与）と同
じく正当な労働の対価であると主張した思想家は誰か。彼は、正直と倹約の道徳に基づき、自己の利益だけでなく相手の利益
も重んじる公正な商業活動のあり方を説いた。 （2024年　全国公立入試　類似）

1.  中江藤樹 2.  貝原益軒 3.  安藤昌益 4.  石田梅岩

問5 鎌倉新仏教の先駆者である法然が提唱した、末法の世において極楽往生を遂げるためには、阿弥陀仏の本願を信じて、ただひ
たすらにその名号を唱えることのみが必要であるとする修行のあり方を何というか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  悪人正機 2.  専修念仏 3.  選択本願 4.  只管打坐

問6 江戸時代の思想家である貝原益軒は、朱子学の知識を日常生活に活かすことを目指した。彼が自然観察に基づき、動植物や鉱
物などの効能や分類を体系的にまとめた、日本の博物学（本草学）の代表的な著作は何か。 （2013年　全国公立入試　類似）

1.  解体新書 2.  大和本草 3.  暦象新書 4.  農業全書

問7 日本人の自然観や宗教観の根底にある、自然界のあらゆる事物に神霊が宿るとするアニミズム的な考え方に由来し、特定の唯
一神ではなく、無数の神々の存在を認める神道の観念を何というか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  八百万の神 2.  現人神 3.  国津神 4.  天津神

問8 朱子学の抽象的な理論を批判し、『論語』や『孟子』などの古典の言葉に直接依拠して聖人の教えを正しく理解しようとし
た、伊藤仁斎が創始した学派は何か。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  古義学 2.  水戸学 3.  朱子学 4.  陽明学

問9 明治期、自由民権運動の挫折を経て文学へと転じ、政治や社会的出世などの実世界における自己を否定した思想家・文学者が
いる。彼は、内面的な精神世界である「想世界」において「内部生命」を確立することを求め、キリスト教的人道主義に基づ
き、自己を解放し高める手段として「恋愛」を極めて高く評価した。この人物は誰か。 （2013年　全国公立入試　類似）

1.  坪内逍遥 2.  島崎藤村 3.  北村透谷 4.  内村鑑三

問10 江戸時代中期の思想家である安藤昌益が理想とした、すべての人が自ら田畑を耕して衣食住を自給自足する、階級対立のない
平等な社会を何と呼ぶか。 （2011年　全国公立入試　類似）

1.  自然世 2.  尊王論 3.  経世論 4.  古道説
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問1 答え 3
空也

平安時代中期には、国家の加護を背景とした学問仏教や貴族向けの仏教が主流であったが、一方で
民間への布教に努める僧侶も現れた。「市聖」と呼ばれたこの人物は、諸国を巡って庶民に阿弥陀
信仰（浄土教の信仰）を説き、口称念仏を広めた。また、単に教義を説くだけでなく、道路の開削
や井戸の掘削、行き倒れた死者の火葬といった社会事業を実践することで、現世の苦難にあえぐ
人々の救済に尽力した。

問2 答え 1
西田幾多郎

主客未分の「純粋経験」を出発点とした西田幾多郎は、のちに東洋的な「無」の概念を取り入れた
「場所の論理」を構築した。彼は、すべての実在の根底にある「無の場所」において、対立する多
様な事物が矛盾を維持したまま統合されていると論じ、西洋哲学とは異なる独自の日本哲学を確立
した。

問3 答え 2
吉野源三郎

『君たちはどう生きるか』の著者である吉野源三郎は、人間が自らの過ちを悔いる（悔恨）という
経験を通じて、自らの行動を主体的に決定する自由な存在であることを自覚できると主張した。こ
れは、他律的な生き方から脱し、自律的・主体的に生きることの尊さを説いたものである。

問4 答え 4
石田梅岩

江戸時代中期、商業活動に対する否定的な見方が強かった中で、商人の営利活動を肯定する思想が
生まれた。この思想家は、商人の利益を武士の俸禄と同等の正当な対価と位置づけ、商業の社会的
意義を認めた。ただし、単なる私利私欲の追求ではなく、「正直」と「倹約」という道徳規範を重
視し、他者との共生を図る公正な取引を説いた。この教えは「石門心学」として、当時の町人層を
中心に広く普及した。

問5 答え 2
専修念仏

法然は、末法の時代には自力で悟りを開くことは困難であるとし、阿弥陀仏の救いを信じて「南無
阿弥陀仏」と口に唱えること（口称念仏）だけを専ら行うべきであると主張した。これを専修念仏
と呼ぶ。

問6 答え 2
大和本草

中国の本草学を日本の実情に合わせて受容し、実際に観察した知見に基づいて本書を著した。これ
は日本の博物学の発展に大きく貢献した。益軒のもう一つの代表作である日用道徳・養生書の『養
生訓』と区別して理解する必要がある。

問7 答え 1
八百万の神

日本の伝統的な信仰である神道では、自然のあらゆる事物や現象に神が宿ると考えるアニミズム的
な世界観が根底にある。このため、特定の唯一絶対の神を信仰するのではなく、無数の神々の存在
を認める観念が生まれた。このような多神教的な土壌が、後に伝来した仏教などの外来の信仰を拒
絶せず、自らの生活様式や儀礼の中に柔軟に受け入れる「複数宗教の受容」という日本特有の宗教
的態度の形成につながっている。

問8 答え 1
古義学

伊藤仁斎は、後世の注釈（特に朱子学）を排し、『論語』などの原典に直接立ち返ってその本来の
意味（古義）を明らかにしようとする古義学（堀川学派）を提唱した。彼は、日常の人間関係にお
ける「思いやり」としての「仁」を重視した。

問9 答え 3
北村透谷

自由民権運動の挫折を経験したのち、雑誌『文学界』の創刊に関わった。政治や実業などの「実世
界」に対して、精神的・内面的な「想世界」を重視し、そこにおける「内部生命」の充実を説い
た。また、キリスト教の影響を受け、精神的な結びつきとしての「恋愛」を、自己を解放し高める
ための重要な契機として位置づけた。

問10 答え 1
自然世

安藤昌益は、すべての人間が自ら労働（直耕）して衣食住を自給する平等な社会を「自然世」と呼
んで理想化した。これに対し、自ら耕さずに農民の生産物に寄生して暮らす武士などの支配階級が
存在する当時の封建社会を「法世」と呼び、厳しく批判した。


